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 上田市 

基本理念 

「うえだの食で育む 健康なからだ と 豊かなこころ」 

 

上田市は豊かな自然に恵まれ、そこから生み出される豊富な食材が身近に

広がり、先人の知恵から生まれた食文化が育まれています。 

食育の基本である「食」に関する正しい知識と「食」を選択する力を習得

し、健全な食生活を生涯を通して実践することができる人を育てること、そ

して「食」を通して豊かな心を育てることは地域の活性にもつながります。 

そこで、上田市の食育推進計画では「家庭」、「学校・保育所等」、「地域」

の分野別にそれぞれの役割や取組を明確にし、上田の「食」を通し、心豊か

で健康な生活の実現を目指します。 

 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標 対象 現状値 目標値 指標 対象 現状値 目標値 指標 対象 現状値 目標値 指標 対象 現状値 目標値

２０歳代女性 17.2% 17.0% ３歳児 98.8% 100%

３０歳代女性 23.7% 20.0% 小学生 87.8% 100%

中学生 88.7% 100%

高校生 82.3% 90%以上

４０～６０歳代男性 27.5% 27.0% １９～３９歳 68.9% 80%以上

４０～６０歳代女性 17.7% 17.0% ３歳児 78.6% 100%

小学生 67.8% 70%以上

中学生 14.9% 17%以上

小学生 8.5% 7%以下

中学生 14.8% 13%以下

３歳児虫歯のない子どもの割合

現状維持

4.0%4.0%

21.7%27.2%

45.0%48.8%

７時すぎに起きる
子どもの割合

4 食の大切さを理解し、健全な食を実践する
3 早寝、早起き、朝ごはんなど

基本的な生活習慣を身につける
2 身体計測、健診等を受けて健康状態を把握する1 自分の体に関心を持ち、生涯を通して適正体重を維持する

毎日朝食を
食べる人の割合６５歳以上

低栄養傾向の割合
（ＢＭＩ２０以下）

90%以上81.3%中学生
家族一緒に食事を食べ

る回数（週７回以上）

45.6%小・中学校
学校給食で上田産食材

を利用する割合

90%以上88.1%

18.5% 現状維持

やせの割合
（ＢＭＩ１８.５未満）

肥満の割合
（ＢＭＩ２５以上）

２２時前に寝る
子どもの割合

４０～７４歳
血糖コントロール不良者
（ＨｂＡ１ｃ７.０％以上）の

割合

４０～７４歳
メタボリックシンドローム
該当者及び予備群の

割合

４０～７４歳
ＨｂＡ１ｃ６.５％以上(高血
糖者)で未治療の人の

割合

食への感謝と 
理解を深めるた
めの食育を推進

します 

基本理念   

うえだの食で育む 健康なからだ と 豊かなこころ 

家庭は食育をすすめるうえで最も大切な役割を担っています。 

家庭において食に関する理解が深まるよう様々な事業を通じ、 

食育を推進します。 

生涯にわたって、心身ともに健康でいきいきと暮らしていくため、 

農業関係者やボランティア等と連携し、食育を推進します。 

学校では、第２期教育支援プラン等に示された食育の推進を踏まえ、 

学校活動を通した食育を推進します。 

保育所等では、保育所指針に基づき子どもの発育・発達段階に応じて 

健全な食生活が実践できるよう、体験を通した食育を推進します。 

健康寿命の延伸

につながる食生

活を推進します 

１ 自分の体に関心を持ち、生涯を通して適正体重を維持する 

２ 身体計測、健診等を受けて健康状態を把握する 

３ 早寝、早起き、朝ごはんなど基本的な生活習慣を身につける 

４ 食の大切さを理解し、健全な食を実践する 

５ 食べ残しや食品廃棄の減少に取組む 

 

 

生涯にわたり健全

な体と心を培うた

めの食育を推進し

ます 

重点課題 

 
基本理念の実現に向け、市の食をめぐる現状や健康課題、 

これまでの取組の評価を踏まえ、次の３項目を食育推進の重点課題とします。 

 

基本目標 

 

上田市食育推進計画では「家庭」、「学校・保育所等」、「地域」の分野別にそれぞれの

役割や取組を明確にし、上田の「食」を通し、心豊かで健康な生活の実現を目指します。 

学校・保育所

等における 

食育の推進 

地域における 

食育の推進 

家庭における 

食育の推進 

基本目標に向けて、施策の成果や達成度を確認

するため検証の目安として指標を設定します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～各分野の具体的な取り組み（施策の展開）～ 

○朝食をとることや早寝早起きなど基本的な生活習慣を育成し、生活リズムの向

上を図ることの必要性を乳幼児健診、乳幼児教室などで啓発します。 

○農産物の生産から消費まで親子で参加できる体験学習などの充実を図ります。 

○家族が一緒に食事をする「共食」の必要性を、子育て中の保護者に周知します。 

○高校生を対象に講座を行い、朝食を食べることの必要性を周知します。 

家庭における 

食育の推進 

○早寝、早起き、朝ごはんなどの基本的な生活習慣を身につける必要性を啓

発します。 

○食文化や農産物の理解を深めるため、地元農産物を活用した食教育を行い

ます。 

○成長や食育に配慮した献立計画に基づき、給食の充実を図ります。 

○生きた教材としての給食を活用し、食に関する学習を図ります。 

○個々の生活状況や健康状態に応じた個別指導を実施します。 

○身体計測や健診結果に基づく健康教育を通して、健康と食に関する正しい

知識を普及します。 

○「もったいない」という気持ちを育て、食べ残しや食品廃棄の減少を促進

します。 

○体験学習を通して、家庭や地域と連携して食育を推進します。 

○健診データから生涯を通して適正な食品摂取ができるよう、効果的な資料を

使い、教室や個別相談の充実を図ります。 

○生涯を通し、よく噛むことの必要性を周知します。 

○若い世代を対象に、情報発信や関係機関と連携し学習機会の充実を図ります。 

○農業関係者や食育ボランティアの皆さんと連携し、体験活動を通して食の大

切さを理解し、食べ残しや食品廃棄の減少を促進します。 

学校・保育所

等における 

食育の推進 

地域における 

食育の推進 


